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概念
本研究における
概念の適応可能性

実践実現度

市場と製品
社会的課題を事業機会と捉え、自社
の強みや資産を生かしてそれを解決
する。

解決すべき社会的課題を「働き方改革」に設定し、サン
テ 使用による社会的課題の解決を志向した。

意図して実践可能

バリューチェーン
の生産性

バリューチェーンの川上から川下に
おいて、一部または全体を見直すこ
とで共通価値を生み出す。

従来は価値享受者であったサンテ 使用者は、本研究に
おいて「働き方改革」の実行者であり、価値付加者とし
てバリューチェーンのアクターとなっている。

副次的に実践
される

クラスター形成

自社の生産性を高めるためにクラス
ターを形成し、かつクラスターを構
成する条件の欠陥やギャップを解消
することで共通価値を創造する。

製品使用を通じた働き方改革へのアプローチについて、
同様のアプローチを行う企業が増加し「働き方改革」製
品（企業）クラスターが形成されていく可能性がある。

今後実践が実現
される可能性
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